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　　編媒象発行人

垣且N

昭
和

二
十
九
年

度

予

算

　
二
十
九
年
度
は
政
府
の
予
貫
に
＊
明

ら
か
な
如
く
、
こ
の
陪
縮
予
貫
は
、
公

共
團
体
の
財
政
面
に
も
、
直
接
間
接
に

相
当
影
O
を
及
ほ
す
事
は
云
う
培
も
な

く
、
町
民
と
し
て
こ
の
樹
乏
庄
活
に
対

処
す
べ
く
一
暦
の
工
夫
と
覚
悟
を
も
っ

て
’
の
り
吉
ら
ね
ば
な
ら
な
い
亘
大
な

時
期
に
直
面
し
て
い
る
も
の
と
思
考
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
o

　
こ
の
試
練
の
申
に
あ
つ
て
、
本
町
昭

和
二
十
九
年
度
予
算
を
紹
成
す
る
に
当

り
ま
し
て
、
こ
の
政
府
の
方
針
に
立
脚

し

均
衡
予
算
の
原
則
を
貫
く
こ
と
に
努

め
極
力
冗
麹
の
節
約
に
努
力
致
し
た
の

で
あ
り
ま
す
o

　
然
レ
な
が
ら
一
般
潟
費
的
経
費
に
つ

き
ま
し
て
は
既
に
昭
和
二
十
七
年
度
に

お
い
て
約
二
割
の
減
額
を
口
た
し
て
お

り
ま
し
て
、
今
回
は
こ
＋
八
年
度
予
算

に
比
駿
レ
て
、
五
分
乃
至
一
割
の
節
戚

を
致
し

相
当
の
筋
約
を
書
つ
た
の
で
あ

り
ま
ず
。

　
先
ず
才
出
の
大
綱
に
っ
き
申
上
げ
ま

す
と
、
才
出
の
恨
幹
を
、
土
木
、
経
済

教
育
に
持
つ
て
参
り
ま
し
丸
が
、
特
に

士
木
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
町

道
幹
綴
遁
路
の
拡
充
整
傭
を
企
図
し
、

fl十
八
年
度
に
比
レ
て
約
百
三
十
万
円

を
増
額
し
五
百
拾
八
万
円
の
道
路
橋
梁

費
を
組
み
本
年
予
算
中
巖
大
の
増
額
を

見
込
ん
だ
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
と
も

す
れ
ば
総
花
的
に
お
ち
入
り
易
い
予
算

の
編
成
に

っ
き
、
重
点
的
基
本
源
を
決

号
け
た
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
り
三

す
。
そ
の
中
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
人

件
費
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
二

＋
八
年
度
に
お
い
て
、
政
府
の
措
置
に

準
じ

て
、
1
万
五
千
六
百
八
拾
円
ぺ
’

ス
に
ょ
る
給
与
改
訂
を
御
承
認
願
い
、

こ
れ
に
基
く

給
与
改
訂
費
に
壇
額
見
込

だ
次
開
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
地
方
財
政
軍
衡
交
付
虚
を
以
つ

て
財
源
の
附
与
を
な
さ
れ
る
と
は
申
し

な
が
ら
、
現
段
階
に
お
吉
ま
し
て
は
最

説

町

長

明
宮

も
覧
冶
な
払
う
ぺ
営
問
題
で
あ
る
も
の

と
存
ず
る
吹
第
で
あ
り
ま
す
。
人
●
行

政
に
つ
営
ま
レ

て
は
從
前
よ
0
韓
に
口

を
も
ち
い
て
参
り
ま
し
た
の
で
あ
り
亘

す
が
、
こ
の
点
に
つ
官
被
し
て
ム
コ
●
更

に
研
究
を
圃
ね
、
配
口
■
担
尋
に
よ
り

特
に
事
務
能
皐
の
昂
嶺
に
努
め
’
g
貝

の
自
然
戚
員
は
猶
ヵ
こ
の
面
に
お
い
て

カ
パ
ー
し
、
新
規
操
用
に
よ
る
禰
充
等

は
こ
れ
を
■
力
避
け
、
人
件
宮
●
罰
戚

に
努
力
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
吹
開

で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
に
つ
吉
衰
し
て
は
、
從

前
條
例
に
基
舎
規
定
の
昇
給
を
認
め
て

い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
’
財
政
の
朕
況

に
応
じ

て
最
高
一
回
の
昇
給
し
か
認
め

な
0「

よ
う

計
画
致
し
ま
し
た
o

　
そ
の
他
全
般
的
に
從
楽
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
補
助
政
策
そ
の
他
実
機
の
な

い
も
の
に
っ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
際
取

り
止
め
る
事
に
し
ま
し
た
が
、
梼
來
と

も
更
に
検
討
を
貫
ね
て
、
こ
の
面
の
再

確
認
に
カ
を
注
ぐ
こ
と
に
努
力
致
す
つ

も
り
で
あ
り
ま
ず
。

　
才
入
面
に
っ
き
ま
し
て
は
、
目
下
政

府
予
算
が
参
■
院
に
お
い
て
審
題
中
で

あ
り
ま
す
が
、
町
税
、
地
方
財
政
卒
衡

交
付
金
、
そ
の
他
事
業
財
源
に
っ
い
て

は
、
縣
の
関
係
圭
管
課
と
溜
絡
し
た
結

升
に
基
吉
確
実
性
の
あ
る
も
の
に
っ
含

計
上
致
し
て
記
り
ま
す
o

　
今
回
の
政
府
案
に
よ
り
ま
す
と
、
地

方
税
法
、
卒
衡
交
付
金
法
等
の
改
正
が

予
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

総
額
に
つ
営
ま
し
て
は
大
差
な
い
も
の

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
予
算
申
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
も

の
は
町
税
で
あ
り
ま
す
。
町
税
は
昨
年

度
予
算
に
比
し
百
五
拾
万
円
程
度
の
増

額
を
見
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
昨
年
度
に
於
け
る
総
所
得
額
の
壇
加

固
足
資
塵
の
評
隈
額
の
増
加
に
よ
る
＃

の
で
あ
り
ま
す
が
、
外
に
渦
年
度
潴
納

繰
越
分
を
大
巾
に
予
算
に
見
込
み
、
こ

里

軍

士口

の
方

面
の
整
理
と
財
源
の
確
保
を
尉
っ

二
も
の
で
あ
り
ぼ
す
、

　
町
稔
の
完
全
徴
牧
の
面
に
つ
官
蜜
し

て
は
更
に
橡
討
の
余
地
が
西
苫
艦
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
含
ま

し
て
は
特
に
格
段
の
研
■
を
計
り
た
い

と
考
ヌ

て
い
る
次
角
で
あ
り
N
す
o

　
こ
の
外
目
下
国
有
林
八
十
町
歩
の
払

下
げ
申
鵠
中
で
あ
り
凌
す
の
で
、
こ
れ

麗屋壽含晶・託】1㍉
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＿
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に
合
せ
て
町
e
N
8
e
亀
蟹
化
に
は
更

に
力

℃
λ
（
三
ロ
●
・
・
O
■
に
一
暦
励

み
た
く

意
■
し
て
卵
号
宙
す
。

　
N
上
v
よ
ち
、
■
亀
二
†
九
年
度
予

富
i
f
　
’
　
n
■
四
i
r
・
　
1
・
．
　
l
K
、
八
八
六

司
き
な

り
、
詔
和
二
●
八
年
度
予
算
に

ヱ
鞍
し

て
、
内
’
u
O
四
、
l
l
八
四
円

己
戚
回
に
な
つ
て
83
り

ぼす
。

　
以
上
本
予
竃
■
岐
に
当
つ
て
の
方
針

を
聞
箪
に
縛
垣
斌
し
御
批
判
を
仰
ぐ
も

の
で
あ
り

硬
ナ
が
、
こ
れ
が
執
行
に
つ

き
ま
し
て
は
、
韓
に
そ
の
効
果
を
再
検

討
し
鍵
童
な
尋
財
政
溜
営
を
目
指
し
て

眞
に
町
毘
◎
田
駐
増
造
に
立
脚
し
た
と

こ
ろ
の
予
貫
賦
行
を
実
施
す
る
覚
悟
で

あ
り

宴
す
の
鴫
、
宜
敵
し
ぐ
審
謹
御
協
賛

を
仰
ぐ
字
駒
で
あ
り
訣
す
。

昭
和
二
十
九
年
度
予
算
議
決
に
当
り

執
行
当
局
に
望
む
も
の

．
議
長

　
昭
和
廿
九
年
度
予
算
の
審
趨
は
1
1
1
月

十
二
日

よ
り
本
会
■
三
日
間
委
員
会
七

日

間
郡
合
十
日
間
を
ロ
レ
慎
璽
に
研
究

調
査
審
謹
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
総
顕

四
千
二
百
六
十
一
万
六
千
余
円
の
当
初

予
算
は
昨
年
に
比
し
四
百
六
十
万
円
余

り
威
額
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
戒

額
の
圭
N
も
の
は
港
湾
費
と
災
書
復
旧

士
木
費
と
に
な
つ
て
口
る
よ
う

で
あ
り

ま
す
。

　
増
額
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
件
費
が

各
歎
と
も
幾
分
づ
、

あ
り
ま
す
が
、
総

じ

て
本
年
度
予
算
は
冗
費
を
出
來
る
限

り
削
り
、
土
木
、
敏
育
、
R
鵠
方
圃
に

竃
点
が
置
か
れ
て
、
モ
の
編
成
の
苦
心

が
充
分
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
■
会
に
於
て
も
当
局
の
戯
意
あ
る
予

算
編
成
を
認
め
昨
年
の
如
く

大
修
正
を

加
ヌ
る
こ
と
は
く
原
案
は
可
決
さ
れ
ま

し
泡
o

　
今
後
は
当
局
汽
さ
れ
て
は
、
之
が
執

行
に
誠
心
誠
意
尽
し
て
戴
き
た
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
当
局
の
執
行
に
当
り
一
言
申
上
げ
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
の
委
任
事
務
は
法
に
基
U
て
規

定
通
り
の
事
務
で
足
り
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
町
固
有
の
事
務
に
つ
い
て
は
積

本

釜

清

極
的
に
賢
任
あ
る
行
動
を
切
に
望
み
た

い
の
で
あ
り
珪
す
。

　
睡
会
に
於
て
町
書
自
身
告
白
さ
れ
N

通
り
役
場
磯
構
が
課
制
を
布
き
課
長
を

置
い
て
い
る

に
か
A
わ
ら
ず
、
課
長
が

小
さ
P
閤
題
迄
町
長
、
助
役
を
煩
す
が

如
き
あ
ら
ば
、
町
長
、
助
役
が
一
般
事

務
に
温
わ
れ
、
町
大
局
か
ら
見
た
る
方

針
の
砲
立
阜
務
の
円
滑
は
期
せ
ら
れ
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
先
づ
各
課
に
於
て
課
員
は
畠
己
の
責

任
の
再
務
範
囲
を
明
確
に
し
、
モ
れ
が

事
務
計
画
を
樹
て
A
曽
々
と
進
め
る
は

勿
論
、
課
長
の
指
示
に
従
い
課
内
の
乱

れ
ざ
る
統
一
に
從
口
、
課
長
は
課
内
の

事
務
を
総
提
し

て
各
係
の
串
務
の
繁
閑

を
み
て
相
助
け
し
め
、
町
長
、
助
役
と

の
運
絡
を
密
に
し
、
町
長
、
助
役
は
内

的
に
は
各
課
の
事
務
を
統
率
し
各
課
間

を
相
助
け
し
め
、
竃
大
問
題
に
つ
い
て

は
常
に
課
長
を
督
励
レ
問
題
の
解
決
に

当
g
、
外
的
接
衡
蓮
動
等
に
尽
し
、
常

に
庄
民
の
幅
砒
、
町
発
展
の
構
想
に
想

を
練
る
の
余
裕
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
斯
の
如
き
町
長
を
申
心
に
し
た
一
体

の
職
員
機
構
に
よ
つ
て
壷
業
、
藪
習
の

振
興
、
道
路
開
発
等
が
期
せ
ら
れ
、
計

雛
竃
馨
鰭
諸
］
壁

じ

窯す
。

　
敢
て
役
場
磯
構
の
問
臼
な
ど
取
上
げ

ま
し
た
が
、
今
迄
も
充
分
か
S
る
体
制

で
執
行
さ
れ
て
い
る
と
は
思
口
つ
＼

こ

の
体
制
を
今
少
し票
Ψ
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
鍵
々
本
町
竜
唇
口
遇
礎
が
築
か
れ

る
亀
心
で
あ
る
ρ

邑
．
』
レ
て
申
上
ぐ

R
マ
e
t
，
肪
ち
主
す
．

　
■
長
“
●
白
●
げ
三
、
、
む
は
予
算
の
執

行
に
「
o
て
は
、
冗
■
を
摩
絢
す
る
乙

と
守
鞠
ζ
53
■
P
し
三
パ
、
の
で
あ
る
が

そ
れ
6
と
’
う
て
縫
ら
に
硬
奮
を
望
ん

で
モ
●
齢
毘
の
頷
く

な
る
が
釦
吉
ζ
と

の
な
い
よ

う
’
モ
れ
ら
に
つ
い
て
は
特

に
慣
亘
に
な
含
れ
る
よ
う
切
望
し
て
止

み
ま
せ
ん
。

　
本
年
度
予
箕
の
■
況
竃
た
る
今
日

一
冨
所
信
を
申
湛
ぺ
恒
ε
当
局
に
N
む

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

臨
鱈
開
一
回
躍
会
は
I
J
月
十
六
日
擢
堤

さ
れ

（会
期
＋
日
）
池
田
小
学
稜
稜
禽

改
鏑
工e
踏
負
契
約
翻
結
の
件
外
二
十

舗
案
と
演
■
叉
日
四
件
が
提
出
審
議
さ

れ
゜
宅

圭
な
る
■
S
は
罰
製
材
所
の
竃
買
契
約

町
道
の
号
級
並
び
に
蕗
定
路
被
の
決
定

宿
利
原
申
学
分
硬
を
独
立
硬
へ
殼
置
替

昭
和
廿
七
年
度
一
綬
r
e
別
4
k
M
決
算
認

定
、
㊤
下
石
道
路
改
良
工
事
舗
負
契
約

昭和29年第一回（臨時）第二回（定例）

　’”：：：：：：議会のお知らせ：二：1：二“’

●
で
、
そ
の
内
町
道
の

号
級
並
び
に
認
定
路
線

の
決
定
の
件
は
土
木
委

員
会
に
付
託
、
決
算
認

定
の
件
は
決
鐸
委
員
会

に
付
託
、
そ
れ
《
＼
の

委
員
会
が
そ
の
後
審
謹

に
当
り
次
の
題
会
で
決

定
叉
は
認
定
さ
れ
た
外

全
翻
案
が
原
案
に
可
決

さ
れ
た
。

請
願
書
の
森
林
紺
合
へ

町
出
賢
方
の
件
は
、
総

務
委
員
会
に
付
託
次
の

躍
会
で
保
苗
と
な
り
、

笹
原
地
区
魁
地
保
全
工

事
費
地
元
負
担
金
の
一

部
助
成
方
の
件
は
総
務

委
員
会
に
付
託
さ
れ
操
択
さ
れ
、
落
河

部
落
よ
り
提
出
の
ク
ラ
ブ
修
築
材
の
特

彊
方
も
操
択
、
宿
利
原
稜
区
代
表
よ
り

提
出
の
記
念
塔
（
鳥
井
木
）
払
下
げ
方

の
件
も
操
択
さ
れ
た
o

定
例
第
二
回
謹
金
は
三
月
十
二
日
招
堤

さ
れ
、
会
期
を
二
十
日
間
と
し
躍
案
二

十
二
件
請
願
文
書
二
件
で
あ
る
が
、
議

案
は
昭
和
二
十
九
年
度
一
般
会
尉
特
別

会
酎
が
圭
な
も
の
で
あ
っ
て
、
二
十
日

．

歳
一
二

入
一
． 之 部一 才 才 　　昭

才和
費 目 予　　貫 額 戸分比

出 入
入手

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

町

夫

国

縣

寄

繰

地方財政卒衡交付金

公営企葉財畜牧入

分担金
　　　役　　現

使用料　手数料
　　固　支
　　　交　　出

　　　　附

　　　越

　　税

負担金
　　　品

出　金

　　　金

　　　金

　　　金

12・823・700

14・493・101

5．718・923

　　　　　　　　2

　　　　　　　　2

903・3CO

3，053，554

638・300

　　　10・002

　　40・000

　　　30・3

　　　34・3

　　　13．6

1　　　2．2
i　7・2　　　1．b　　　O．01

　　　P・02

四
一
一
　
　
　
、
一
ノ
、
一
一
ノ
、
　
　
　
、
失
山

四
一
一
　
　
　
、
＿
口
　
ム
ノ
、
－
」
＿
ら
ノ
、
　
　
　
、
交
＿
＿
1
一
亀

薩
予
算
表
∨
1
、

1
　
9
■
¶
《
　
－

’薙

町
合

牧 入

債

針

336・002

4・600・000

42・616・886

　　　0・07

　　　1n・8＞

11°c但

ノ、

円
ノ、

円

枇施㊧設
働
費

衛

健生
費

苗経
！鵠済

費

財
塵

費

統調
酎査

費

1　　霊

　　挙
　　口

　　公

i曇
要
崇

予

備

費

8
8

一 71・700
24e・COO
265・800

i　　　11●400　　　70・300

0
0
0
0
0
5

41・820 11・n30
62・660

222・740
】00・100

10・200 24・250

　｜
12・22n
13・300

43，650
39・800

oo
oo
oo
2
“
5
一
D

58，500

，・600

7・600

57・950

1・690
7，920

66・000
34，000
145・000
109，960

33・700

84・900

9ぐ・450

21・500

800

3，000　1

42・000
5，800

0
　
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
　
9
0
3
2

11’

曽
1
4
●
．
0
5
0
3
・
0
0
0

17・230
1・050
5・000
3・150

24，500
9，600
64・000
23・540

2・950

7・500

3，131

7・000
10・OCO

5・30

3，300
5・700

200

5，4JC
43，600

”t

■
t
●
t
φ
C
t
●
t
・
・
t
t
t
4
t
●
t
t
恒
●
t
s
●
t
t
l
t
t
l
…
●
t
・
●
t
t
・
－
“
－
t
●
－
t
t
l
”
●
d
t
●
●
■
●
l
●
●
t
口
●
M
t
●
t
●
●
●
t
“
●
●
t
t
■
●
－
■
■
“
●
l
●
■
I
●
■
t
e

　　　毅

　　　育

　　　90・0

3・447．0
1・251・4
　　322・0
　　831・3

1・OPρ

　500

2・OOO

　
　
　
　
　
　
5
0

　
　
　
　
　
　
0
0

　
　
　
　
　
　
　
－
　
●

　
　
　
　
　
　
1
1

169・6
10．3
32．5
11・5
500・o

2・1009・500

e・000
25・700

s＝一一●・t’－v

　　22・e6t

412・9
74・0
93・3
223・2
130・8

6・OP1

lb．2CO

92．000
レll・000

115・bOO

30．ooe
　　3・400
　　2・ooo

711・4SO
148．6UO

500・400

7s・P61
1・000

　　1．500

154．563

　　4・000

5・670‘

　　？oo

1・300

2．OOO

16C・〔】00

　　1・200

　　5・250

159・750

鱒　　1・700
62・500

　　　16．600

1・S56●OOO
1・365・400
　　　fi3・940

650・000105・00044・000

7・lbO3　L，　011・618●000199・398262・742

79．000

28・600
’

500

485・335

1・1

－一

4・
：99；’1°1 911；95°巴；5819．879・582

　　23・2

1・453．434

　　3．4

　1・462◆210

　　　3．4

－一

7◆860・556

　　18曼

i

2■625・t｜00

　　　1・036

＿＿＿“＿L－一一一

43・100

69・400

821・eOO

28．120
4．OVO
6・OOO
8．000

8．000‘

225・000

　　　4．000
　　　2・000
3．600◆000
　　　B・600
　　411・500

’“

木

費

麓
費

16・890
174・100

172・500

も　　UOO
　　500

373・100
16・ooO
60・900
　　1．L，OO．

15．380．

　　6・500

500

10・800
10・000
165・OOO
58・ooa
284・940

43・100

A

昭
和
二
十
九
年
度

　
み
か
ん
振
興
会
総
会

大根占麗協

み
か
ん
振
輿
総
会
は
去
る
四
月

二
十
七
日
消
防
会
館
に
於
て
開

催
、
昭
和
二
十
九
年
度
審
業
討

画
及
び
予
算
承
認
の
件
、
そ
の

役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
妾
長
に
落
司
吉

彦
氏
、
副
会
長
に
長
浜
三
代
吉
氏
が
就

任
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
度
車
業
酎
画

一、

緬
柑
及
温
州
の
新
植
　
　
　
　
．

　
イ
、
棚
柑
一
町
五
反
、
温
州
五
反
を

　
　
計
．
画
す
。

　
ロ
、
時
期
　
十
一
月
1
1
1
1
月
迄
と
ず

　
　
る
o

二
、
極
柑
高
接
更
新

既
設
温
州
園
を
祉
柑
へ
切
替
ヌ
本
町

　
の
椎
柑
の
増
牧
を
計
る
o

三
、
青
酸
ガ
ス
煽
蒸

　
カ
イ
ガ
ラ
　
の
　
ま
を
め
　
し
て
　

　　役

　　場

　　費

　　39・200
5●525●100
　　500・｝OO

　　438．120
1．578．78つ

　　144．250
　　15・OOO
　　22．1CO
　　56．850
　　700．000

142・120
25・500
58．350
178●950．

b8・820

144．750
15・000

24・000
1・200

13・000

篇理
99・550
14．31e

1・632・582

竜
，

11・737・432

　　27・5

躍

会

費

660・000
187・200

571・100
67・3Li　o

50・000

12・000
2・000
10・OOO
30．noo
5・000

15・000

4・000
9・000

86．440

1．790．04こ｝

4・2石

別目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有

酬
給
料
費
当

当
料
金
金
費

費
費
費
麹
貢

費
料
料
料
料

料
料
費
費
提

料
費
金
料
識

料
出
金
費
費

計

比

員

手

退
手
は
償

員
　
叉

　
　

給

　
　
　
　
本
水
搬
　
損
訳
　
q
　
．

　

贔

際
　
料
料
製
　
．
蓮
皆
数
及
醜
託
繕
謡
晶
材
上
設

　
耗

　
刷
熱

信

　
料
耕
　
　
事
　
、

還
引

鮒
繰

慣躍
険
へ
立
藷

及
及
福

撃
瞼
会

　
　
＋
＋
4

分

報
吏
給
旅
職
雑
思
報
鍾
交
梢
燃
食
印
光
通
醍
ゴ
臼
駆
委
修
工
順
原
興
施
賠
利
負
保
他
樋
公
予
合
百
’

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
・
1
6
捉
1
9
k
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
6
2
7
2
8
2
9
鋤
3
2
、
3
3
4
3
7
4
1
3
　
、

歳

出

之

部

．

1

＿
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第
一
回
町
部
落
長
会

　　　　開
催
に
あ
た
り

町

　
弦
に
五
十
八
名
の
当
町
部
落
長
が
決

定
し
、
本
日
辞
令
交
付
並
に
第
一
回
部

落
長
会
を
開
催
の
運
び
に
至
り
ま
し
治

乙
と
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
D
ま
す
。

本
会
の
身
頭
い
さ
x
か
私
の
今
後
の
方

針
及
び
緒
職
に
対
ず
る
希
蟹
を
甲
蓮
ぺ

町
政
の
瀧
霞
底
強
化
の
一
序
と
致
し
た
い

所
存
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
昭
和
二
十
九
年
度
本
町
予
算
は
、

去
る
1
1
1
月
十
1
　
1
日
町
躍
会
に
提
案
し
、

爾
來
十
八
日
間
の
審
賠
を
経
て
同
l
l
l
十

日

雇
決
さ
れ
、
デ
」
こ
に
、
新
年
度
予
算

の
決
定
を
み
治
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

私
は
施
政
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
蘭

軍
に
披
渥
し
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い

ま
ず
o

既
に
御
承
知
の
通
り
昭
和
二
十
六
年
度

に
本
町
匿
業
茄
ケ
年
計
画
を
樹
立
し
、

町
食
糧
自
給
体
制
の
確
立
と
換
金
作
物

及
び
畜
産
扇
業
に
ょ
る
■
業
牧
入
の
確

保
を
企
図
し
爾
來
四
ケ
年
、
乙
の
実
現

化
に
、
た
ゆ
珪
ざ
る
努
力
を
な
し
て
参

つ
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。

本
年
匿
に
於
い
て
は
、
本
町
の
地
域
性

或
は
、
風
土
に
則
レ
た
特
用
作
物
と
、

畜
函
の
挺
励
に
格
段
の
力
を
注
ぎ
、
五

ヶ
年
計
画
の
四
年
目

に
相
当
す
る
本
年

こ
モ
、
モ
の
充
実
を
図
り
、
初
期
の
目

的
の
最
後
の
仕
上
げ
の
年
と
致
し
た
い

と
念
顛
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
法
す

而
レ
乍
ら
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
本
町

経
済
力
の
澱
養
を
圏
的
と
し
N
の
で
あ

り
’
t
町
民
の
頗
砿
の
増
濫
を
図
つ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
と

不
離
一
体
の
も
の
は
御
承
知
の
通
り
道

路
政
策
で
あ
り
ま
す
。

道
路
を
人
間
に
例
る
江
ら
、
血
管
と
い

う
ぺ
ぎ
も
の
で
あ
り
珪
す
．

長

　
宮
里
軍
吉

特
殊
陛
と
し
て
急
坂
の
多
い
二
と
、
岩

盤
の
多
い
事
等
の
た
め
、
種
々
難
関
に

逢
曽
し
、
レ
た
が
つ
て
、
こ
れ
に
要
す

る
経
費
は
、
莫
大
な
韻
に
な
る
の
で
あ

り
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
経
費
を
以
つ
て

こ
れ
ら
を
解
決
し
て
行
く
扇
は
、
誠
に

至
難
で
あ
り
最
も
腐
心
致
し
て
参
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
や
中
央
線
の
完

成
と
相
侯
つ
て
、
本
町
の
疽
路
整
傭
の

繁
要
性
は
、
不
司
決
の
爾
要
問
題
に
立

ち
至
つ
て
∨
る
の
で
あ
り
ま
す
。

又
町
謹
会
と
レ

て
も
、
こ
れ
に
対
し
て

完
全
な
血
の
循
巡
に
よ
り
、
劉
脳
口
発

担
、
身
体
を
育
成
発
育
せ
レ
め
、
健
全

な
人
聞
の
完
成
に
至
ら
レ
め
る
も
の
で

あ
り
蟄
す
。

か
”
t
る
見
地
に
立
ち
、
瓢
路
の
開
発
整

禰
は
、
町
昆
挙
げ
て
の
■
望
で
あ
り
、

本
岡
発
展
の
一
つ
の
鍵
と
壱
云
う
べ
ぎ

も
の
で
あ
る
と
信
じ
で
炉
る
も
　
Q
司
　
s
t

り
寵
†
．

遠
■
な
が
ら
づ
罰
の
道
路
の
現
状
は
、

不
充
分
の
ば
を
盤
ジ
な
い
事
を
、
自
認

は
、
大
吉
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り

如
何
に
し
ま
し
て
も
本
年
度
は
あ
る
程

度
の
基
本
線
を
打
ち
出
す
べ
く
計
画
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
な
が
ら
、
前
に
も
申
上
げ
た
通
り

乙
れ
ら

を
遙
行
す
る
先
決
要
件
は
何
と

云
つ
て
も
経
費
の
問
題
で
あ
D
ま
す
が

現
下
の
経
済
状
勢
の
下
に
あ
D
ま
し
て

は
、
こ
れ
以
上
の
負
担
を
負
わ
せ
る
事

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
爲
、
結
局
町
の

財
塵
で
あ
る
立
木
の
処
分
に
よ
り
こ
の

経
費
に
充
て
、
町
道
申
、
圭
要
路
腺
の

徹
底
的
な
整
備
を
針
画
し
、
町
道
路
網

の
可
及
的
な
完
成
を
図
る
こ
と
に
し
た

次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
設
尉
等
に

つ
き
ま
レ
て
も
土
木
課
に
お
い
て
既
に

着
手
レ
日
夜
仕
上
に
務
め
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

尚
町
の
財
匿
特
に
、
立
木
の
育
成
に
っ

い
て
は
、
早
く
よ
り
専
任
者
を
置
い
で

管
理
造
成
に
努
力
し
て
参
g
、
本
町
の

最
も
■
要
力
財
源
に
な
つ
て
い
る
の
で

あ
り
珪
す
。

こ
の
立
木
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
町
民

各
位
に
も
下
払
■
に
よ
つ
て
種
々
御
協

力
願
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
か

A
る
意
味
合
か
ら
し
て
、
今
径
更
に
一

段
の
御
力
添
を
観
●
い
す
る
以
所
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。

K
，
に
町
に
於
い
て
は
種
々
の
事
翼
を
桁

画
鎮
朽
レ
叉
諸
檀
の
事
務
を
行
つ
て
い

R
の
で
あ
の
ま
す
が
、
こ
れ
等
は
す
べ

せ
ざ
る
を
得
含
∨
心
1
・
あ
り
、
乙
れ
が

●
浸
は
多
年
の
竃
■
で
牟
ち
笑
須
在
ま

㊥
こ
（
に
つ
い
’
，
は
、
■
●
カ
を
N
レ

pt
●
｛
w
w
e
e
p
t
夢
、
寡
虻
め

從
い
ま
し
て
町
と
部
落
の
間
に
あ
つ
て

政
策
の
一
端
を
担
当
し
挺
身
、
協
力
し

て
戴
か
ね
ば
な
ら
な
い
部
落
長
の
皆
楼

に
対
す
る
期
待
は
又
一
入
大
な
る
も
の

が
あ
る
の
で
あ
D
ま
す
o

こ
の
故
を
も
ち
ま
し
て
、
本
初
頭
に
、

お
窪
ま
し
て
は
左
の
こ
と
に
つ
い
て
御

願
い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
役
場
か
ら
の
溜
絡
事
項
に
対
し
て

　
は
速
か
に
一
般
に
周
知
さ
れ
る
様
手

　
段
を
髄
じ
ら
れ
た
い
こ
と
。
　
°

二
、
役
場
に
於
い
て
行
う
諸
種
会
合
に

　
於
い
て
は
必
ず
出
席
さ
れ
た
蠣
。

　
若
し
不
能
の
場
合
は
欠
席
届
書
を
提

　
出
さ
れ
た
い
こ
と
。

三
、
賭
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
必
ら
ず

　
期
限
を
殿
守
さ
れ
た
口
こ
ど
。

四
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お

　
い
で
は
特
に
役
場
と
運
絡
し
密
接
な

　
蓮
繋
を
取
つ
て
戴
き
た
い
事
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
っ
い
て
は
、
町
ー
8
於

い
て
も
、
極
々
検
討
を
田
ね
相
互
浬
営

の
円
滑
化
に
努
力
致
す
所
在
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
宜
敷
く
今
後
の
御
活

躍
を
希
頃
致
し
て
己
ま
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

も
レ
モ
れ曇
を
厚
く
相
互
扶
助
の
精

顧
的
激
養
面
に
於
い
て
も
国
家
存
立
の

意
覇
を
聞
明
に
し
墜
郷
の
志
操
を
識
く

し
て
遡
義
の
向
揚
に
徹
し
治
欧
の
全
か

ら
ん
こ
と
を
希
い
ま
す
。

　
次
に
各
部
落
長
さ
ん
方
を
紹
介
致
レ

珪
す
o

　
昭
和
二
十
九
年
度
部
落
長
名

部

落

名
　
　
　
氏
　
　
名

中山寺木大大木鳥鳥烏弓田
　之　　櫨櫨　三ニー場
西口前原下上巴区区区下

宮申六瀬城塩塩旭栄京本肺肺山
　　反戸tケ：二＿　　　　　二一

脇園田山崎区区町町町町区区添

上
之

宇
都

大岩垣フく

西フじ内原

澗　秋哲
市親雄雄

伊坂顧黒埴申岩
勢口占木木浜元
時不十豊蓬常そ
　＝
雄郎熊吉哉吉で

⑨

厚岩命協牧宿才落大同笑段馬大壱安白川川㊤笹毛松肺櫻皆同同同肺鳥
ケ　　　　利　　　　喜申中久　　　　　ケ　　　中　　　　　川
瀬元苫和原原原河尾：f：上野原保崎永井北南石原下坂原原倉下申上城浜

て
の
を
と

の
　
　
な
つ
な
が
り
を
も
つ

菊北松頗書鬼大長吉田矢
谷　元戸川塚戸浜元実野

辰醐屹酷潤奏忠秀
志夫二吉吉助助光郎熊雄

111反
甲

与
太
郎

水今陥城zド
　　　之
流熊川下原
好義漕勝
則交海男≡畠

馬毛松前松皆鳥
込下坂園山窟越
久　竹　翻直義
夫栄藏栄男吉弘

厚永深宿牧幅新窟下笑幸申中大古安泊仮押
無水謬原元原本霜喜田野原灸垣永屋笥

　　幅交長栄鶴時慶　三直武正正末　　光
ぴ麗助哉郎熊吉鐙二操吹次二衛行義登繁夫
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農
協
の
総
会
と
役
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
農
協
長　゚

落

司

吉

彦

ま
で
に
準
備
を
整
ズ
て
、
総
会
を
開
催

し
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
本
年
度

で
再
建
竪
欄
三
ケ
年
を
終
オ

た
駅
で
あ

り
ま
す
が
、
自
己
蜜
金
の
貧
弱
t
1
る
爲

借
入
金暮
の
や
む
な
い
巴
協
の
遁
営

で
あ
り
、
旋
留
直
後
の
園
定
化
階
入
合

を
虞
漫
レ
つ
、

蓮
鱈
し
で
行
か
ね
ぱ
な

ら
ず
、
出
責
虚
も
毎
年
増
鑑
古
れ
て
緬

り
ま
す
が
、
　
　
”
　
只
今
の
処

本
町
の
た
ば

こ
作
と

　　　　　
そ
の
將
來

組
合
長
　
遊
　
喜
　
牟
次
郎

　
た
ば
こ
は
高
等
作
物
で
之
れ
が
耕
作

に
は
、
最
も
合
理
的
科
学
的
治
知
識
と

技
術
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
1
面
そ

の
良
否
は
気
候
風
土
に
左
右
さ
れ
R
面

が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
気
候
風
土
は
宰
い
に
た
ば
こ

に
適
し
。
然
か
も
耕
作
者
の
熱
意
と
其

の
耕
作
投
術
と
が
Z
れ
に
俘
い
、
年
々

優
秀
な
成
綴
を
収
め
て
い
る
こ
N
は
、

予
て
町
民
各
位
も
御
認
め
下
さ
つ
て
い

る
乙
と
x
思
い
ま
す
。
対
岸
山
川
町
が

西
の
優
良
匿
地
と
し
て
昔
か
ら
そ
の
名

旧
債
の
返
済
に
充
当
す
る
額
に
な
り
、

贋
還
も
年
々
縮
少
レ
、
從
つ
て
、
金
利

も
年
毎
に
減
少
し
で
來
ま
す
の
で
、
再

建
整欝
画
を
ロ
翼
す
る
事
に
依
り
、

塗
吹
再
建
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

す
。
要
は
展
協
の
再
建
発
展
は
何
と
申

し
蜜
し
て
も
自
己
萱
金
の
増
強
で
あ
り

ま
す
。
僧
入
金
依
荏
の
経
営
が
立
涯
に

行
く

事
は
、
仲
々
至
難
で
あ
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
方
も
践
協
の
現
況
を
十

分
認
識
さ
れ
、
自
己
賢
金
の
増
加
と
組

合
の
高
度
の
利
用
に
再
建
法
で
は
或
る

程
匿
の
犠
牲
を
払
つ
て
戴
告
度
い
串
を

切
に
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
伺
本
年

鹿
は
役
威
の
欧
選
期
で
あ
り
、
事
業
計

画
の
堅
実
を
図
る
爲
、
慣
貫
に
検
討
し

決
算
総
会
と
同
時
に
開
催
し
、
選
羊
は

各
支
所
毎
に
投
票
所
を
設
置
し
、
日
を

改
め
て
実
施
致
し
度
C
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
に
於
て
、
1
口
の
出
責
額

一
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

千
円
に
満
た
な
S
方
は
組
合
員
の
責
格

を
喪
失
す
る
事
に
な
り
ま
す
o
モ
ん
な

方
が
三
百
名
以
上
あ
り
ま
す
の
で
、
千

円
に
満
た
な

い
方
は
四
月
三
十
日

迄
に

増
資
レ
て
責
格
を
取
得
し
て
下
さ
S
o

役
員
の
改
選
は
云
う
ま
で
も
宗
く
今
後

三
グ
年
間
の
鵠
協
溜
営
者
を
選
出
す
る

鰻
も
竃
大
な
行
事
で
あ
り
ま
す
o
組
合

経
営
の
良
否
は
直
ち
に
組
倉
■
の
損
得

に
関
係
す
る
事
は
渦
去
に
於
て
、
畿
多

経
験
さ
れ
た
事
で
あ
り
、
立
眠
な
良
い

役
員
を
週
出
す
る
幕
こ
モ
組
合
経
営
上

最
も
必
要
で
あ
り
凌
す
。
役
員
に
は
野

心
家
を
さ
け
眞
に
組
台
を
思
い
、
組
n

の
萸
誇
に
眞
心
を
以
て
運
営
す
ろ
人
’

所
閉
琶
宮
能
力
に
富
め
る
人
、
浪
厚
鷹

実
で
信
用
の
お
け
る
人
を
■
墨
ず
る
噺

が
今
回
の
改
逡
に
X
も
l
　
切
y
　
r
あ
o
n
t

す
の
で
、
組
合
員
同
志
で
色
々
寓
列
橡

酎
し
、
地
区
毎
に
立
眠
な
理
事
■
事
を

題
出
レ

て
賊
営
度
い
も
の
で
あ
0
ぎ
す

を
な
し

て
い
る
の
に
対
し
、
本
町
も
亦

東
の
優
良
産
地
と
鴎
は
れ
、
耕
作
面
樋

は
、
黄
色
翻
を
取
入
れ
た
昭
和
八
年
以

降
年
々
増
反
し
て
、
昭
和
十
五
年
に
は

iIO
町
渉
g
e
記
録
し
、
其
の
優
勢
を

誇
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
K
東
亜

鵬
事
勃
発
後
絡
載
ま
で
滅
反
々
々
の
止

む
な
き
に
至
り
、
昭
和
二
十
一
年
で
漸

く

四
七
町
を
確
保
し
、
二
十
J
1
年
で
七

111ig、
次
S
で
八
七
町
、
九
〇
町
著
増

反
レ
、
一
昨
二
十
七
年
度
に
は
1
0
1

町
歩
と
な
り
、
縣
下
大
o
s
f
i
　
（
1
O
O

町
以
上
）
十
一
組
合
の
仲
間
入
り
が
出

來
た
の
で
あ
り
ま
す
o
　
＄
1
1
十
八
年
度

は
一
二
〇
町
歩
と
な
り
、
そ
の
総
牧
納

代
金
は
、
不
拒
‥
ρ
年
で
あ
つ
た
に
も
拘

ら
ず
、
実
に
六
千
六
百
万
円
を
突
破
レ

た
次
開
で
あ
り
ま
す
。
若
し
一
昨
年
の

如
く
豊
作
に
恵
ま
れ
て
い
カ
ら
八
千
万

円
は
幽
に
突
破
レ
得
た
で
あ
ろ
う
と
思

は
れ
る
の
で
あ
り
ぼ
す
。
私
共
は
、
近

き
将
來
葉
た
ば
こ
代
金
一
億
円
を
目
ざ

し

て
い
ま
す
。
蓋
し
こ
れ
は
大
き
な
夢

で
し

よ
う

か
？
否
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ

そ
れ
は
第
l
に
増
反
、
開
二
に
量
目
の

増
、
第
三
に
良
質
葉
の
生
圏
に
目
碩
を

置
含
、
現
在
の
＝
一
〇
町
歩
が
一
三
〇

町
、
1
五
O
町
と
な
り
、
牢
均
反
当
量

目
一
八
o
キ
ロ
が
二
〇
〇
キ
ロ
乃
至
二

五
O
キ
ロ
、

反
当
牧
納
代
金
五
万
数
千

円
が
六
万
撤
千
円
、
七
万
円
八
万
円
と

な
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
夢
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
可
能
で

な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
U
ま
ず
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
当
局
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
町
の
塵
業
に
於
て
、
泡
ぱ
こ

が
占
め
る
地
位
を
御
認
め
下
さ
れ
斯
業

漿
励
の
た
め
、
或
は
優
勝
旗
の
御
寄
贈

或
は
、
新
設
乾
燥
室
へ
の
補
助
金
の
御

交
付
、
或
は
叉
、
品
騨
会
競
作
会
に
副

賞
を
下
さ
る
鱒
々
、

1方
な
ら

ぬ
御
援

助
を
頂
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
耕

作
者
は
皆
之
れ
に
感
謝
し
盆
々
耕
作
に

精
進
を
つ
呈
け
て
は
い
ま
す
が
、
未
だ

其
の
耕
作
技
術
に
於
て
は
、
指
導
不
徹

底
の
然
ら
し

む
る
と
こ
ろ
か
、
他
町
村

の
耕
作
者
に
優
つ
て
い
る
と
は
言
ヌ
ぬ

現
状
に
あ
り
ま
す
。
年
々
優
秀
な
成
績

が
揚
る
こ
と
は

『耕
作
者
自
体
の
腕
で

は
な
く

て
天
が
恵
ん
で
下
さ
っ
た
よ
い

土
地
の
御
蔭
だ
よ
1
と
冷
や
か
さ
れ
て

も
、
残
念
な
が
ら
私
は
『
左
様
御
尤
に

ご
ざ
い
ま
す
』
と
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
地
区
蓮
競
作
会
三
年
蓮
勝
、
縣
葉
た

ば
こ
共
進
会
三
年
運
勝
と
云
う
覇
業
に

お
こ
り
甘
え
る
こ
と
な
く
、
更
に
耕
作

者
の
自
重
自
覚
を
促
し
、
互
に
研
貴
之

れ
勉
め
る
と
共
に
町
御
当
局
や
町
民
皆

凄
の
、
此
の
上
な
が
ら
の
御
理
解
と
御

協
力
を
頂
き
、
本
町
に
葉
た
ば
こ
代
金

一
億
円
也
を
年
々
も
た
ら
し
て
、
町
の

経
済
部
面
に
寄
与
貢
献
せ
ん
も
の
と
力

ん
で
い
る
次
第
で
あ
り
皇
す
。

皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の

　　
見
童
相
談
室
が
出
來
ま
し
た

　
見
童
相
談
室
は
配
承
知
の
通
0
次
代

の
日

本
を
背
負
う

大
璃
文
子
供
瘤
を
臼

童
幅
砒
法
や
兄
嵐
垣
軍
に
照
し
■
か
に

ス
クく
と
ロ
ぴ
、
幸
■
に
均
成
さ
れ

る
よ
う
努
刀
†
る
こ
と
が
、
保
■
看
や

私
共
国
民
に
与
へ
ら
れ
た
口
湊
で
あ
り

叉
此
が
＝
め
る
、
s
M
か
t
▲
b
化
国
家
を
建

設
す
る
こ
と

に
冬
亭
な
ζ
と
だ
と
存
じ

ま
す
。
斯
■
葛
■
点
か
ら
し
て
一
時
中

よ
ゐ
“
0
に
あ
つ
た
本
克
置
相
験
宇
が

4←

れ
か
b
D
、
行
い
の
正
し
く
c
‘
い
ヂ

α
や
叉
一
般
見
童
で
、
窪
唱
◇
伐
■
眞

学
の
適
正
そ
の
他
樋
々
t
‘
，
；
　
；
｝
t
l
，
，

つ
い
て
知
り
た
い
保
■
者
ご
担
鴫
●
“

応
じ
本
施
設
を
有
効
当
需
．
」
竃
田
〉

所
期
の
目

的
完
遮
に
■0
含
4亭
一
．
●

致
レ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
本
計
画
の
大
略
凌
申
鐵
ぺ
実
す
と

一
、

場
所
　
大
根
占
町
公
民
館
に
雷

　
　
厚
　
生
　
　
課

　

凄
す
．

ll、
相
餓
事
項

　
1
、
敦
脅
や
保
健
に
つ
い
て
の
相
簸

　
2
、
孤
見
の
知
O
せ
や
行
い
の
正
し

　
　
く
な
い
子
供
C
相
振

　
3
、
子
供
●
ほ
し
い
方
、
や
り
た
い

　
　
方

　
4
、
白
一
．
の
子
供
の
智
飽
や
性
格
を

　
　
詑
ち
た
い
方
　
　
　
・

　
ら
、
ど
ん
含
瞼
鞠
に
つ
か
し
た
方
が

　
　
’
i
　
’
e
6
、
叉
ど
ん
な
方
面
の
学
蟹

　
　
に
■
め
た
方
が
よ
い
か
知
り
た
∨

　
　
方

　
6
、
モ
の
他
子
供
に
関
す
晶
垣
高
同

　

N
l
切
に
つ
い
で
の
相
ロ

ヨ
、
方
　
法

1
、
受
付
　
町
公
頂
館
父
t
i
　
r
・
∵
’
室

　
に
休
日

の
性
珂
培
で
o
■
t
－
8

　

い

　
　
　
　
　
　
　
へ

米
國
よ
り
第
一

寺

　
寺
田
醸
彦
君
が
米
国
に
帳
遣
さ
れ
た

事
は
す
で
に
御
承
知
の
通
り
で
、
こ
こ

に
寺
田
君
か
ら
第
一
信
が
到
着
致
し
ま

し

た
の
で
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

三
月

こ
十
九
日

横
浜
港
を
出
帆
、
途
申

大
し
け
に
会
い
、
乗
客
の
九
O
％
は
舶

酔
い
に
な
や
ま
さ
れ
た
。

船
中
で
出
さ
れ
る
食
畢
は
、
誠
に
ぜ
い

た
ぐ
な
も
の
で
、
日
本
の
食
堂
e
は
一

日

二
千
円
は
か
x
る
と
思
わ
れ
る
料
理

が
出
て
、
驚
き
な
が
ら
食
事
を
し
た
の

で
あ
る
が
、
更
に
、
も
つ
た
い
な
口
と

思
つ
た
事
は
、
全
々
手
を
つ
け
な
い
料

理
が
、
お
し
げ
も
な
く
残
販
と
し
て
、

海
中
に
投
ぜ
ら

れ
る
事
で
、
如
何
に
富

め
る
国
で
あ
る
か
が
伺
が
わ
れ
た
。

四
月
茄
日

ハ
ワ
イ

に
到
留
邦
人
の
ガ
が

自
動
車
で
出

迎
え
て
下
さ
れ
、
方
々
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
蟹
ま
し
た
。

こ
こ
は
人
口
四
七
万
で
十
八
万
が
日

系

で
、
餓
後
特
に
日
本
人
が
高
職
に
つ
い

た
そ
う

で
す
。

ど
こ
で
も
日
本
語
が
健
用
出
來
、
日
本

字
の
商
店
も
あ
り
ま
す
σ

日

本
領
菖
館
の
菊
の
御
紋
軍
は
海
外
に

於
い
て
は
心
腿
い
感
が
致
レ
ま
す
。

島
全
体
が
公
園
の
よ
う
で
、
常
夏
の
国

で
、
ナ
シ
、
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ン
、
マ
ン

ゴ
’
－
’
、
パ
パ
イ
ヤ
そ
の
他
の
熱
静
題
物

が
繁
茂
し
て
い
ぼす
。

鍵
人
は
少
な
く
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
が
多

い
よ
う
で
す
，

生
活
も
至
つ
て
の
ん
び
り
し
て
、
余
裕

が
あ
り
、
落
付
い
て
居
り
法
す
・

会
食
の
会
場
に
の
ぞ
み
杢
し
た
が
、
習

の
海
箪
蒋
官
の
筆
な
る
、
敏
君
愛
国
、

八
紘
一
宇
、
忠
孝
一
数
辱
の
■
が
卒
気

で
か
け
て
あ
D
、
日
本
の
●
身
数
胃
の

必
要
性
を
と
い
て
お
り
珪
し
た
。

大
東
臣
戦
、
覇
但
ロ
■
で
亡
く
な
つ
た

勇
士
の
石
に
も
●
お
紋
し
ぼ
し
た
が
、

欧
府
は
噂
に
■
叱
者
を
優
過
し
、
死
体
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、
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2
、
■
験
ゴ
　
毎
月
二
十
日

　
　
響
日
は
見
童
同
俘
に
て
お
出
祠
乳

　

8
い

　
3
’
網
験
に
当
る
方

　
　
■
■
見
童
預
験
所
貫
芸
■
鍵
間
路

　

肚
金
百
電
主
亀
、
そ
〉
ロ

1
日

の
相
駿
に
は
紮
民
口
■
員
そ
の

池
が
当
り
7
↑
・

銚
上
に
ょ
　
白
；
竃
冶
逃
月
五
目
よ
り

官
n
↑
a
二
と
に
量
し
ま
し
カ
の
で
、

宅
分
●
▼
■
竈
鶴
了
解
の
上
子
供
の
隅
阯

■
N
治
M
奮
つ
て
御
利
用
下
さ
い
ぎ
す

よ
9
切
匿
い
た
し
ま
す
。

田

藤信

彦

が
腐
ら
な
い
よ
う

に
、
金
函
棺
の
中
に

死
体
を
入
れ
眞
路
に
し
て
、
遺
家
族
の

嬰
求
が
あ
れ
ぱ
、
何
時
で
も
、
面
会
出

來
る
と
云
う

設
傭
が
な
さ
れ
、
日
本
の

お
金
に
し

て
棺
が
八
万
す
る
ぞ
う
で
、

い
か
に
軍
人
の
事
に
政
府
が
気
を
配
つ

て
い
る
か
大
体
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

バ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
見
学
を
致
し
ま
し

た
が
、
実
に
よ
い
廻
港
で
、
軍
肺
の
盤

沈
し
た

『ア
リ
ソ
ナ
』
は
モ
の
ま
＼
記

念
の
爲
に
マ
ス
ト
を
海
上
に
出
し
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

五
日

十
時
一
路
ア
メ
リ
カ
本
土
に
向
つ

て
出
発
し
た
の
で
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
オ
ノ
ク

ラ
ン
ド

を
結
ぶ
橋

（金
門
橋
）
は
上
下
二
段
の

交
涌
蕗
が
あ
り
、
長
さ
三
里
で
世
界
l

長
い
橋
で
、
巾
も
自
動
車
が
八
台
並
ん

で
通
れ
る
巾
で
、
吊
橋
を
吊
つ
て
あ
る

針
金
は
、
世
界
を
何
回
か
ま
わ
る
位
な

長
さ
だ
干
う
で
、
如
何
に
も
世
界
一
を

誇
り

た
い
国
民
性
が
う

か
雲
わ
れ
ま
す

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
も
邦
人
の
出
迎
　

を
受
け
歓
迎
会
が
開土

催
さ
れ
ま
し
た
。

十
r
日
は
『
カ
ウ
プ
レ
イ
ズ
l
と
云
う

へ　
と
こ
ろ
で
4
H
ク
ラ
ブ
員
の
行
う
行
事

　
に
●
加
致
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
霧
が
多
く
坂

　
の
ザ
い
と
こ
ろ
で
　
　
で
す
む

語
顯
詩
藻
謡
巳
鑓

斉
美
三
皇
の
璽
あ
が
邑

　

り
竃
す
が
、
一
殻
に
親
切
よ
人
が
多
い

よ
う

で
す
。

よ
く

働
v
国
民
で
、
全
く
尾
●
O
な
い

事
に
は
感
心
致
レ
珪
し
た
。

私
の
鋤
い
て
い
る
と
こ
ろ
は

「サ
ン
ナ

エ
ゴ
』
で
私
の
主
人
は
予
十
一
騎
渉
稔

経
営
す
る
。
野
蘂
甘
■
を
作
る
鴎
蹴
で
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＋
三
日
か
ら
鑑
し
て
い
手
が

花
野
采
を
十
二
町
渉
植
ヌ

句
日

メ
キ
シ

コ
人
と
一
緒
に
十
七
名
で
、
朝
七
題
6

ら
夕
方
五
時
迄
休
魂
な
く
作
塑
し
一
、

○
OO
箱
出
荷
し
、
貸
物
自
動
ず
も
四

台
所
有
し
、
一
列
を
刈
る
の
r
一
鰺
間

も
か
か
り
、
日
本
で
は
想
像
出
來
凄
せ

ん
。
機
械
力
の
外
碑
、
人
力
も
多
く
、

経
宮
も
常
に
牧
獲
す
る
よ
う
に
、
作
付

を
岨
立
て
居
り

ま
す
。
目
本
語
、
英
語
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語
を
話
せ
る
人
で
、
親
切
に
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■
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参
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ま
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た
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茄
月

自

　
　
七
月

固
定
寳
塵
税

第
二

　
　

一、

友
根
縣
立
鹿
屋
鴎

鹿
見

職陸
軍
圭
計
少

復
員
大
根
占
町
囲
村

そ

点
的
に
先
ず
三
幹
線
を
施
工
す
る
こ

讃
会
の
同

計
画
は
是
非
本
年

る担
を
以
て
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い
こ
と
で
あ

稜
区
お
願す
の
御

、

㊤
下
石

花
の
木
松
坂

年
十
月

委
員
会
の
合
同
会
薗
を
申
別

開
占
町
根
占
町

と
に
打
合
せ
を
な
し
た
の
で
あ

本
町
の
受
持
区
域
は
延
長
約

OO
央
練
接
続
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本
町
の
畜
産
業
の
現
況
並
に
そ
の
振

料
が

納
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に
値
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れ
て
い
る

が
行
わ
れ
る
に
は
税
金
を

る
必
要
が
あ
る
か
を
自
か
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判
断
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な
ら
な
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と
思
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ま

の
実
憐
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の
大
根
占
町
を

溝
口
百
合
子
後
援
会
も
助

武
郎
氏
を
会
長
に
組

申
、
町
民
　
、
御
声
援
を
御
願
▲
米
国
に
派
讃
さ
り
巴
信
が
邊
の
色
々
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
故
郷
を
思
い
出
さ
ず
に
お
ら
れ
ま
い
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外
に
新
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地

軽
滅
す
る
こ
と
に
凡
ゆ
る
努
力
と
奉
仕
が
な
さ
れ
て
居
り
凌
す
が
、
此
の
た
め
照
支
部
と
し
ま
し
て
は
二
十
八
年
度
に
於
い
て
は
西
日
本
水
悟
自
風
十
三
号
の

数
総

mm
鴇
斑

と
し
て
の
責格も
得
、
培
拳
一
方
理
由
な
く
モ
の
肩
出
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労
働
も
七
時
か
ら
茄
時

も
な
い
と
の

け
今

毎
年
な
が
ら
、
ま
た
赤
＋
字
暮
金
が
始
る
。
何
も
か
も
緊
縮
財
政
で
吾
れ
吾
れ
の
生
活
は
苦
し
い
が
、
天
黄
地
窪
S
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
知
れ
な
い
。
皆
破
方
の
御
理
解
と
御
協
力
に

区
分

曜
焚
縣
に
対
す
る
災
露
敦
助
及
医
療
に
恵
ま
れ
ぬ
地
方
の
這
回
診
擬
の
実
施
、
家
庭
潜
護
法
の
曹
及
に
努
め
て
参
つ
た
の
で
あ
り
主
ナ
。
口
に
本
年
度
は
患
者
轍
泡
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鴎
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奄
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大
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目
襯
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人
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増
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も
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鬼
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実
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余
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成
箇
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よ
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な
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事
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結
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